
作
者

韓
愈

　
七
六
八
年
～
八
二
四
年
。
中
唐
の
文
豪
で
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
字
は
退

之
、
諡
お
く
り
なは
文
公
。
河
陽
（
河
南
省
）
に
生
ま
れ
る
。
一
説
に
、
鄧
州
南
陽

（
河
南
省
）
の
人
。
ま
た
、
自
ら
遠
祖
の
出
を
昌
黎
（
遼
寧
省
）
と
称
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
韓
昌
黎
と
も
呼
ば
れ
る
。
幼
く
し
て
父
母
を
う
し
な
い
長

兄
の
韓
会
に
養
わ
れ
た
が
、
そ
の
兄
も
亡
く
な
る
と
兄
嫁
の
鄭
氏
に
養
育
さ

れ
た
。
貞
元
八
（
七
九
二
）
年
、
二
十
五
歳
で
進
士
に
及
第
し
、
そ
の
後
し
ば

ら
く
は
節
度
使
の
幕
僚
と
し
て
各
地
を
転
々
と
し
た
が
、
貞
元
十
八
（
八
〇

二
）
年
に
国
子
四
門
博
士
と
な
り
、
初
め
て
正
式
に
任
官
し
た
。
貞
元
十
九

（
八
〇
三
）
年
、
三
十
六
歳
で
監
察
御
史
と
な
る
も
、
京
兆
尹
（
首
都
長
安
の

長
官
）
で
あ
る
李
実
の
悪
政
を
弾
劾
し
た
こ
と
か
ら
、
陽
山
県
（
広
東
省
）

の
令
に
左
遷
さ
れ
る
。
後
に
長
安
に
戻
り
、
国
子
博
士
・
比
部
郎
中
兼
史
館

修
撰
・
考
功
郎
中
兼
知
制
誥
な
ど
を
経
て
、
刑
部
侍
郎
と
な
っ
た
。
し
か
し

元
和
十
四
（
八
一
九
）
年
五
十
二
歳
の
と
き
、
憲
宗
皇
帝
が
仏
舍
利
を
宮
中
に

迎
え
入
れ
よ
う
と
し
た
の
に
「
仏
骨
を
論
ず
る
表
」
を
た
て
ま
つ
っ
て
反
対

し
た
た
め
、
潮
州
（
広
東
省
）
の
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
後
再
び
中
央

に
戻
り
、
国
子
祭
酒
（
国
立
大
学
長
）
か
ら
兵
部
侍
郎
（
軍
事
次
官
）、
吏

部
侍
郎
（
官
吏
任
用
の
役
所
の
次
官
）
と
な
り
、
長
慶
四
（
八
二
四
）
年
に
五

十
七
歳
で
没
し
た
。
こ
の
最
後
の
官
職
に
よ
っ
て
韓
吏
部
と
も
呼
ば
れ
る
。

　「
李
・
杜
・
韓
・
柳
」（
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
柳
宗
元
）
と
併
称
さ
れ
る

ほ
ど
の
文
章
家
で
あ
る
韓
愈
は
、
白
居
易
と
並
ん
で
中
唐
の
代
表
的
詩
人
だ

が
、
柳
宗
元
ら
と
共
に
六
朝
以
来
の
四
六
騈
儷
文
に
反
対
し
、
漢
以
前
の
古

文
復
興
に
努
力
し
た
こ
と
が
最
大
の
業
績
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
韓
門
の
弟

子
」
と
世
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
友
人
門
下
を
引
き
立
て
面
倒
を
よ
く
み
た
。

李り

翺こ
う

や
皇
甫
湜
な
ど
は
韓
愈
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
著
作
は
「
昌
黎
先
生
集
」
四
十
巻
が
あ
る
。
伝
は
、「
旧
唐
書
」
巻
百
六

十
、「
新
唐
書
」
巻
百
七
十
六
に
見
え
る
。

出
典

唐
宋
八
家
文
読
本

　
清
の
沈し

ん

徳と
く

潜せ
ん

（
一
六
七
三
年
～
一
七
六
九
年
）
の
編
。
三
十
巻
。
乾
隆
四
（
一
七
三

九
）
年
成
立
。
唐
宋
八
大
家
の
散
文
を
集
め
た
も
の
。
古
文
の
大
家
で
あ
る
、

唐
の
韓
愈
・
柳
宗
元
、
宋
の
欧
陽
脩
・
蘇そ

洵じ
ゅ
ん・

蘇
軾
・
蘇
轍
・
曽そ

う

鞏き
ょ
う・

王
安

石
の
八
人
を
並
称
し
て
、
唐
宋
八
大
家
と
い
う
。
こ
の
書
は
、
明
の
茅ぼ
う

坤こ
ん

（
一
五
一
二
年
～
一
六
〇
一
年
）
の
「
唐
宋
八
大
家
文
鈔
」
一
六
四
巻
及
び
清
の
儲ち

ょ

欣き
ん

（
一
六
三
一
年
～
一
七
〇
六
年
）
が
増
補
し
て
、
八
家
の
ほ
か
に
李
翺
・
孫そ

ん

樵し
ょ
うを

加
え
て
著
し
た
「
唐
宋
大
家
全
集
」
と
、
八
家
そ
れ
ぞ
れ
の
本
集
を
綜
覧
し

て
抜
鈔
し
た
も
の
で
あ
る
。
沈
氏
は
、
毎
編
に
評
点
、
段
落
を
つ
け
、
総
評

を
加
え
、
前
人
の
批
評
の
妥
当
な
も
の
を
取
り
、
文
中
の
記
事
に
必
要
な
参

考
資
料
を
付
録
し
た
。
本
教
科
書
は
、
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系
　
唐
宋

八
家
文
読
本
一
」（
星
川
清
孝
・
田
森
襄
著
）
に
よ
っ
た
。

雑
説�

韓 

愈
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生
徒
用 �

「
漢
文
名
作
選
4　

文
章
」
巨
勢
進
・
向
嶋
成
美

�

大
修
館
書
店
　
昭
五
十
九

「
唐
宋
八
大
家
文
読
本
〈
韓
愈
〉」（
新
書
漢
文
大
系
）
星
川
清
孝

�

明
治
書
院
　
平
十
八

「
漢
文
塾　

漢
字
文
化
の
魅
力
上
」
田
部
井
文
雄

�

明
治
書
院
　
平
二
十
二

主
題

　
一
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
は
、
い
つ
で
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
伯
楽
の
よ
う
な
鑑
定
者
は
、
い
つ
も
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ

の
た
め
に
、
名
馬
も
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
な
く
、
虚
し
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
「
天
下
に
名
馬
無
し
。」
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
こ
と

に
い
た
た
ま
れ
な
い
。

構
成

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

第
　
一

初
め
～

一
五
八
・
3
〈
不
下
以
二
千
里
一
称
上
也
。〉

　
千
里
を
走
る
名
馬
は
、
伯
楽
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
名
馬
は
い
つ
も
い
る
の
に
、
伯
楽
は
い
つ
も

い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
に
、
名
馬
と
分
か
ら
ず
平
凡
な
馬
並
み
に
扱
わ
れ
、
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
な

く
死
ん
で
い
く
。

参
考
文
献

教
師
用 �

「
唐
宋
八
家
文　

一
」（
中
国
古
典
選
）
清
水
茂

�

朝
日
新
聞
社
　
昭
五
十
三

「
研
究
資
料
漢
文
学
6　

文
」
渡
辺
英
喜
・
田
部
井
文
雄
・
吉
崎
一
衛

�

明
治
書
院
　
平
五

「
唐
宋
八
家
文
読
本　

一
」（
新
釈
漢
文
大
系
）
星
川
清
孝
・
田
森
襄

�

明
治
書
院
　
昭
五
十
一
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第
　
二

一
五
八
・
4
〈
馬
之
千
里
者
〉
～

一
五
八
・
5
〈
不
下
知
二
其
能
千
里
一
而

食
上
也
。〉

　
ま
た
、
飼
い
主
は
名
馬
を
、
そ
の
能
力
を
知
ら
ず
に
飼
っ
て
い
る
。

第
　
三

一
五
八
・
6
〈
是
馬
也
〉
～

一
五
八
・
8
〈
安
求
二
其
能
千
里
一
也
。〉

　
そ
の
名
馬
は
不
当
な
扱
い
に
よ
っ
て
、
十
分
な
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
平
凡
な
馬
と
同
じ

程
度
の
力
す
ら
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

第
　
四

一
五
九
・
1
〈
策
レ
之
〉
～

一
五
九
・
2
〈「
天
下
無
レ
馬
。」〉

　
そ
れ
な
の
に
、
名
馬
を
見
分
け
る
力
の
な
い
飼
い
主
は
、
名
馬
を
目
の
前
に
し
て
「
名
馬
が
い
な
い
。」

と
嘆
く
の
だ
。

第
　
五

一
五
九
・
3
〈
嗚
呼
〉
～

終
わ
り

　
そ
の
状
況
に
対
し
て
作
者
は
嘆
息
す
る
。
本
当
に
名
馬
が
い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
本
当
は
名
馬
を
正

し
く
見
分
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

【
第
一
段
】
①
世よ

に
伯は

く

楽ら
く

有あ

り
て
、
然し

か

る
後の

ち

に

千せ
ん

里り

の
馬う

ま

有あ

り
。
②
千せ

ん

里り

の
馬う

ま

は
常つ

ね

に
有あ

れ
ど

も
、
伯は
く

楽ら
く

は
常つ

ね

に
は
有あ

ら
ず
。
③
故ゆ

ゑ

に
名め

い

馬ば

有あ

り
と
雖い

へ
ども
、
祇た

だ
奴ど

隷れ
い

人じ
ん

の
手て

に
辱

は
づ
か
しめ
ら
れ
、

槽さ
う

櫪れ
き

の
間か

ん

に
騈へ

ん

死し

し
て
、
千せ

ん

里り

を
以も

つ

て
称し

よ
うせ

ら

れ
ざ
る
な
り
。

【
第
二
段
】
④
馬う
ま

の
千せ

ん

里り

な
る
者も

の

は
、
一い

つ

食し
よ
くに

或あ
る

い
は
粟ぞ

く

一い
つ

石こ
く

を
尽つ

く
す
。
⑤
馬う

ま

を
食や

し
なふ

者も
の

は
、

其そ

の
能よ

く
千せ

ん

里り

な
る
を
知し

り
て
食や

し
なは
ざ
る
な
り
。

【
第
三
段
】
⑥
是こ

の
馬う

ま

や
、
千せ

ん

里り

の
能の

う

有あ

り
と

雖い
へ
ども

、
食

し
よ
く

飽あ

か
ざ
れ
ば
、
力

ち
か
ら

足た

ら
ず
、
才さ

い

の
美び

【
第
一
段
】
①
世
の
中
に
伯
楽
（
馬
の
鑑
定
の
名
人
）
が
い
て
、
そ
う
し
て
初
め
て
一
日
に
千
里
を

走
る
名
馬
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
②
一
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
は
、
常
に
い
る
け
れ
ど
も
、（
そ

れ
を
見
分
け
る
）
伯
楽
は
、
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
③
だ
か
ら
、
も
し
名
馬
が
い
た
と
し
て

も
、（
伯
楽
が
い
な
け
れ
ば
、
名
馬
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
で
き
ず
）
ひ
た
す
ら
身
分
の
低
い
使
用

人
の
手
で
粗
末
に
扱
わ
れ
、
か
い
ば
お
け
の
間
で
（
平
凡
な
馬
と
）
首
を
並
べ
て
死
ん
で
、
千
里
の

名
馬
と
た
た
え
ら
れ
な
い
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。

【
第
二
段
】
④
馬
の
中
で
千
里
を
走
る
も
の
は
、
一
食
に
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
穀
物
一
石
を
食
べ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。
⑤
（
と
こ
ろ
が
）
馬
を
飼
う
も
の
は
、
そ
の
馬
の
能
力
が
一
日
に
千
里
を
走
る

こ
と
を
知
っ
て
い
て
飼
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

【
第
三
段
】
⑥
（
そ
こ
で
）
こ
の
馬
は
、
も
し
一
日
に
千
里
を
走
る
能
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
十

分
に
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
ず
、
天
分
の
優
れ
て
い
る
こ
と
が
外
に
現
れ
な

訓
読
と
現
代
語
訳
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外そ
と

に
見あ

ら
はれ

ず
。
⑦
且か

つ
常

じ
や
う

馬ば

と
等ひ

と

し
か
ら
ん
と

欲ほ
つ

す
る
も
、
得う

べ
か
ら
ず
。
⑧
安い

づ

く
ん
ぞ
其そ

の

能よ

く
千せ

ん

里り

な
る
を
求も

と

め
ん
や
。

【
第
四
段
】
⑨
之こ
れ

を
策む

ち

う
つ
に
其そ

の
道み

ち

を
以も

つ

て

せ
ず
。
⑩
之こ
れ

を
食や

し
なふ

に
其そ

の
材ざ

い

を
尽つ

く
さ
し
む

る
能あ
た

は
ず
。
⑪
之こ

れ

に
鳴な

け
ど
も
其そ

の
意い

に
通つ

う

ず

る
能あ
た

は
ず
。
⑫
策む

ち

を
執と

り
て
之こ

れ

に
臨の

ぞ

み
て
曰い

は

く
、「
天て
ん

下か

に
馬う

ま

無な

し
。」
と
。

【
第
五
段
】
⑬
嗚あ

呼あ

、
其そ

れ
真し

ん

に
馬う

ま

無な

き
か
、

其そ

れ
真し

ん

に
馬う

ま

を
知し

ら
ざ
る
か
。

い
。
⑦
そ
の
う
え
、
普
通
の
馬
と
同
じ
働
き
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
機
会
を
求
め
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
⑧
（
こ
れ
で
は
）
ど
う
し
て
そ
の
馬
に
一
日
に
千
里
も
走
る
と
い
う
能
力
を
求
め
ら
れ
よ

う
か
、
い
や
、
求
め
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

【
第
四
段
】
⑨
馬
を
鞭
打
っ
て
使
う
の
に
、
名
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
を
用
い
な
い
。

⑩
（
ま
た
）
馬
を
飼
う
の
に
、
名
馬
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
⑪
（
馬

が
）
飼
い
主
に
鳴
い
て
訴
え
て
も
飼
い
主
の
心
中
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
⑫
（
飼
い
主
は
）

鞭
を
し
っ
か
り
握
っ
て
名
馬
を
見
下
ろ
し
て
、「
天
下
に
名
馬
は
い
な
い
。」
と
言
う
。

【
第
五
段
】
⑬
あ
あ
、
そ
も
そ
も
本
当
に
名
馬
が
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
、（
そ
れ
と
も
）
そ
も
そ
も
本

当
は
馬
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

中
国
の
散
文
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❶�「
散
文
」
は
、
脚
韻
を
踏
ま
な
い
文
章
で
あ
り
、
作
家
の
思
考
や
事
実
の

記
録
な
ど
を
行
う
普
通
の
文
章
で
あ
る
。
韓
愈
「
雑
説
」
は
、
唐
代
の
古

文
復
興
運
動
を
代
表
す
る
優
れ
た
散
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
板

書
等
で
明
示
す
る
。

《
板
書
例
》

○
散
文
に
つ
い
て

　
騈
文

　
・�

字
数
を
整
え
（
四
字
と
六
字
の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
）、
対
句
を
基

本
と
す
る
文
章
。
四
六
騈
儷
体
。

　
・�

六
朝
時
代
に
発
達
し
、
唐
代
以
降
も
形
式
を
重
ん
じ
る
公
的
な
文

体
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

　
・�「
令
和
」
の
典
拠
と
な
っ
た
「
梅
花
歌
序
」（『
万
葉
集
』）
も
こ
の

文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
古
文

　
・�

字
数
を
整
え
ず
、
漢
代
以
前
の
文
章
を
手
本
と
す
る
文
章
。
対
句

も
用
い
る
が
、
形
式
的
に
な
る
こ
と
は
避
け
る
。
散
文
。

　
・�

韓
愈
や
柳
宗
元
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
事
実
の
叙
述
（
記
事
）
や
作

者
の
主
張
（
論
説
）
に
用
い
ら
れ
た
。

　
・�

形
式
よ
り
も
内
容
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
文
章
を
論
理
に
よ
っ
て

構
成
す
る
意
識
が
強
い
。

○
古
文
の
基
本
要
素

　

・
主
張

　
・
事
例

　
・
比
喩

　
・
読
者
へ
の
問
い
か
け
・
自
己
の
感
慨

　�「
読
者
へ
の
問
い
か
け
・
自
己
の
感
慨
」
は
最
後
に
来
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
の
他
の
要
素
の
配
置
は
自
由
。
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述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、「
史
伝
」
の
単
元
で
学
ん
だ
文
章
と

の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。

❸
範
読
を
正
確
に
聞
き
取
ら
せ
る
。
注
意
す
べ
き
読
み
と
し
て
「
伯
楽
不
二

常
有
一。」「
祇
辱
二
於
奴
隷
人
之
手
一
」「
不
下
以
二
千
里
一
称
上
也
。」「
雖
レ

有
二
千
里
之
能
一
」「
安
求
二
其
能
千
里
一
也
。」「
嗚
呼
、
其
真
無
レ
馬
邪
、

其
真
不
レ
知
レ
馬
也
。」
な
ど
が
あ
る
。

❹
予
習
の
段
階
で
書
き
下
し
文
を
書
か
せ
、
授
業
で
そ
の
疑
問
点
を
確
認
す

る
よ
う
に
指
導
す
る
。
正
確
な
現
代
語
訳
を
す
る
た
め
に
、「
伯
楽
」

「
然
」「
雖
」「
称
」「
食
」「
能
」「
飽
」「
見
」「
等
」「
不
レ
可
レ
得
」「
策
」

の
解
釈
に
注
意
さ
せ
る
。
授
業
終
了
後
、
ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
各
自
が

ま
と
め
た
要
旨
の
内
容
を
確
認
す
る
。

❺「
不
二
常
有
一。」（
否
定
形
）・「
祇
辱
二
於
奴
隷
人
之
手
一
」（
限
定
形
）（
受

身
形
）・「
安
求
二
其
能
千
里
一
也
。」（
反
語
形
）・「
嗚
呼
、
其
真
無
レ
馬
邪
、

其
真
不
レ
知
レ
馬
也
。」（
詠
嘆
形
）（
疑
問
形
）
を
理
解
さ
せ
る
。「
句
法
」

参
照
。

【
評
価
】
正
確
に
書
き
下
し
文
に
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
、
漢
文
を
読
む

た
め
に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ノ
ー

ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
分
析
す
る
。

❻
文
脈
か
ら
考
え
さ
せ
、
一
、
二
名
に
指
名
す
る
。
名
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ

わ
し
い
や
り
方
を
せ
ず
、
そ
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
ら
れ
ず
、
馬
の
気
持
ち

も
解
さ
な
い
飼
い
主
が
、
名
馬
を
目
の
前
に
し
て
発
し
た
言
葉
で
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
さ
せ
る
。

❼
諷
喩
文
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
全
体
を
読
解
し
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を

例
え
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。
有
能
な
人
材
を
「
千
里
馬
」
に
例
え
て

展
開

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�
韓
愈
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❷�「
雑
説
」
の
構
成
と
主
張
を
理
解
す
る
。

❸�

範
読
を
聞
い
て
、
音
読
す
る
。

❹�

正
確
な
現
代
語
訳
を
も
と
に
、
要
旨
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
発
表
す
る
。

❺�

否
定
形
・
限
定
形
・
受
身
形
・
反
語
形
・
詠
嘆
形
・
疑
問
形
を
理
解

す
る
。
知
技
⑵
ウ

❻�「
天
下
無
レ
馬
。」
の
「
馬
」
は
ど
の
よ
う
な
馬
の
こ
と
か
考
え
る
。

❼�「
伯
楽
」「
千
里
馬
」「
奴
隷
人
」「
常
馬
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
例
え

て
い
る
か
考
え
る
。

❽�

本
文
の
構
成
を
図
に
ま
と
め
る
。
思
表
判
Ｂ
⑴
ウ
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン

ト
」
1
〕

❶
教
科
書
の
作
者
紹
介
に
加
え
て
、
六
朝
時
代
に
隆
盛
し
た
技
巧
中
心
の
散

文
（
騈
文
）
の
文
体
を
改
革
し
、
内
容
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と
を
唱
え
、

文
章
に
よ
っ
て
政
治
、
社
会
の
革
新
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
科
挙

試
験
に
何
度
か
落
第
し
、
官
職
に
つ
い
て
は
左
遷
さ
れ
、
立
身
出
世
ま
で

に
韓
愈
は
幾
度
か
の
曲
折
を
経
た
こ
と
、
そ
の
苦
労
は
彼
の
剛
直
な
性
格
、

意
志
の
強
さ
も
影
響
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、
彼
の
文

章
の
雰
囲
気
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
た
め
の
助
け
と
す
る
。

❷「
雑
説
」
に
つ
い
て
の
解
説
（「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例
」
お
よ
び

「
言
語
活
動
の
解
答
例
」）
を
参
考
に
、
寓
話
や
逸
話
の
よ
う
に
見
え
な
が

ら
、
実
際
は
、
世
の
中
の
現
状
に
対
す
る
作
者
の
主
張
・
憤
懣
・
感
慨
が
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ま
た
、「
騈
二

–

死
於
槽
櫪
之
間
一
」「
粟
一
石
」
の
比
喩
す
る
と
こ
ろ
も
あ

わ
せ
て
考
え
さ
せ
る
。

❽「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例
」
1
参
照
。

【
評
価
】
本
文
の
構
成
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
図
に
し
て
ま
と
め
、
本
文

の
特
徴
を
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
分
析
す
る
。

い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
推
察
さ
せ
る
。

《
板
書
例
》

●
そ
れ
ぞ
れ
何
を
例
え
て
い
る
か

「
伯
楽
」　 
―
優
れ
た
人
材
を
見
抜
き
登
用
す
る
名
君
・
賢
相
。

「
千
里
馬
」
―
優
れ
た
才
能
の
あ
る
人
物
。

「
奴
隷
人
」
―
人
の
能
力
を
見
抜
く
力
の
な
い
下
級
官
吏
。

「
常
馬
」　 

―
才
能
の
な
い
並
み
の
人
物
。

ま
と
め

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

作
者
は
「
伯
楽
」
や
「
千
里
馬
」
の
話
に
例
え
て
何
を
言
お
う
と
し

て
い
る
の
か
話
し
合
う
。
思
表
判
Ｂ
⑴
ア
・
イ
　
主
態
〔「
言
語
活
動
」
1
〕

❶
誰
を
、
何
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
導
入
で
触
れ
た

彼
の
境
遇
な
ど
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
よ
い
。
ま
た
、「
世
有
二
伯
楽
一、

然
後
有
二
千
里
馬
一。」
に
つ
い
て
も
考
え
、
話
し
合
わ
せ
る
。
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発
問
例

●
一
五
八
ペ
ー
ジ

「
辱
二
於
奴
隷
人
之
手
一
」（
2
〜
3
行
目
）
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

身
分
の
低
い
使
用
人
に
粗
末
に
扱
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
。

「
才
美
不
二
外
見
一。」（
6
〜
7
行
目
）
と
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

名
馬
は
一
食
で
穀
物
一
石
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
が
、
十
分
な
食
糧
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
力
を
発
揮
で
き
な
い
た
め
。

「
馬
之
千
里
者
…
食
不
レ
飽
、
力
不
レ
足
」（
一
五

八
・
4
～
6
）
か
ら
考
え
さ
せ
る
。

問答問答補

語
句
の
研
究

●
一
五
八
ペ
ー
ジ

　

説
　
文
体
の
一
種
。
比
喩
な
ど
に
よ
っ
て
自
分
の

意
見
を
述
べ
た
文
。「
雑
説
」
は
短
編
四
種
の
総

称
で
、
こ
れ
は
第
四
「
馬
の
説
」。
他
は
第
一
竜

の
説
、
第
二
医
の
説
、
第
三
鶴
の
説
。

1
伯
楽
　
馬
の
鑑
定
の
名
人
。
姓
は
孫
、
名
は
陽
。

春
秋
時
代
、
秦
の
穆
公
の
と
き
の
人
。
馬
の
鑑
定

が
巧
み
で
あ
っ
た
と
い
い
、「
荘
子
」
外
編
馬
蹄

第
九
「
善
く
馬
を
治
む
」
と
あ
る
。
天
厩
星
の
傍

の
伯
楽
星
と
い
う
天
馬
を
掌
る
星
が
孫
陽
の
あ
だ

名
と
な
っ
た
。
後
に
馬
に
明
る
い
人
を
い
う
よ
う

に
な
っ
た
。
我
が
国
で
、
牛
馬
の
売
買
・
仲
介
を

業
と
す
る
人
を
「
ば
く
ろ
う
」（
博
労
、
馬
喰
）

と
い
う
が
、
こ
れ
は
「
は
く
ら
く
」
の
音
の
転
じ

た
も
の
と
い
う
。
こ
こ
は
人
物
を
見
抜
く
眼
力
の

あ
る
名
君
・
賢
者
の
例
え
。

1
然
後
　
そ
の
の
ち
、
そ
れ
か
ら
の
意
で
、
事
柄
や

時
間
の
前
後
関
係
を
表
す
接
続
詞
。

1
千
里
馬
　
一
日
に
千
里
を
走
る
ほ
ど
の
名
馬
。
唐

代
で
は
「
一
里
」
は
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
。
後
の

「
名
馬
」
も
同
じ
。
こ
こ
で
は
才
能
の
優
れ
た
人

物
を
指
し
、
暗
に
自
分
に
充
て
て
い
る
。

2
雖
レ
有
二
名
馬
一
　「
雖
」
に
は
、
逆
接
の
仮
定
条

件
と
確
定
条
件
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
部
分
を
仮

定
条
件
と
と
る
と
「
も
し
名
馬
が
い
た
と
し
て

も
」
と
な
り
、
確
定
条
件
と
と
る
と
「
名
馬
が
い

る
け
れ
ど
も
」
と
な
る
。「
雖
」
の
後
に
主
語
が

あ
る
場
合
は
逆
接
の
仮
定
条
件
で
あ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
前
者
の
訳
を
と
っ
た
。
下
文
の
「
雖
レ

有
二
千
里
之
能
一
」
の
用
法
も
同
じ
。

2
辱
　
自
信
や
体
面
が
く
じ
け
て
が
っ
く
り
す
る
。

台
無
し
に
さ
れ
た
つ
ら
さ
。
類
義
語
の
「
恥
」
は
、

き
ま
り
が
悪
く
バ
ツ
が
悪
く
て
心
が
い
じ
け
る
、

き
ま
り
悪
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
、
の
意
。

2
奴
隷
人
　
身
分
の
低
い
使
用
人
。
下
男
。
馬
丁
。

無
知
な
馬
屋
番
人
。
こ
こ
で
は
暗
に
、
雑
務
係
の

下
級
役
人
に
充
て
て
い
る
。

3
騈
死
　（
平
凡
な
馬
と
）
首
を
並
べ
て
死
ぬ
、
の

意
。「
騈
」
は
漢
音
で
「
ヘ
ン
」
と
読
む
。
二
匹

の
馬
が
首
を
並
べ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
で

は
、
優
れ
た
人
材
が
埋
も
れ
た
ま
ま
で
死
ん
で
い

く
こ
と
の
例
え
。

3
槽
櫪
之
間
　
か
い
ば
お
け
の
間
。「
槽
」「
櫪
」
は
、

い
ず
れ
も
、
か
い
ば
お
け
。
一
説
に
「
櫪
」
は
馬

小
屋
の
床
板
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
優
れ

た
人
材
が
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
所
の
例
え
。

3
不
下
以
二
千
里
一
称
上
也
　「
以
二
千
里
一
」
は
「
称
」

に
か
か
る
連
用
修
飾
語
。「
以
」
は
、「
…
で
・
…
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に
よ
っ
て
」
と
い
う
手
段
や
原
因
・
理
由
を
示
す

前
置
詞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
以
二
千
里
一
称
」
は
、

「
千
里
（
の
馬
）
と
い
う
理
由
で
称
え
る
」
と
な

る
。
文
意
上
「
称
」
は
受
身
で
あ
り
「
称
セ
ラ

ル
」
と
読
み
、
全
体
は
「
千
里
の
馬
と
称
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
」
と
な
る
。
こ
の
「
称
」
は
、

「
ほ
ム
」「
た
た
フ
」
の
訓
で
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

わ
い
わ
い
と
持
ち
上
げ
る
。
お
お
っ
ぴ
ら
に
褒
め

上
げ
る
、
の
意
。

4
或
　
副
詞
。
あ
る
い
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
。

4
粟
　
小
さ
く
て
ぱ
ら
ぱ
ら
し
た
穀
物
。
穀
物
の
総

称
。
稲
や
き
び
な
ど
の
外
皮
の
つ
い
た
ま
ま
の
実
。

4
一
石
　「
石
」
は
容
量
の
単
位
。
当
時
の
一
石
は

約
六
〇
リ
ッ
ト
ル
。
十
分
な
俸
給
に
例
え
ら
れ
る
。

7
且
　
そ
の
う
え
。
一
説
に
「
し
ば
ら
ク
」
と
読
み
、

「
ま
あ
、
せ
め
て
は
…
」
の
意
を
表
す
と
い
う
。

●
一
五
九
ペ
ー
ジ

1
策
レ
之
　「
策
」
は
動
詞
で
、
馬
を
鞭
打
つ
、
ま

た
鞭
で
打
つ
よ
う
に
刺
激
を
与
え
る
、
の
意
。

「
策
レ
之
」「
食
レ
之
」
の
「
之
」
は
馬
を
指
し
、

「
鳴
レ
之
」
の
「
之
」
は
飼
い
主
を
指
す
。
た
だ

し
、
三
つ
と
も
語
調
を
整
え
る
た
め
に
置
か
れ
た

語
と
解
す
る
説
も
あ
る
。

1
其
道
　
名
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
。

1
材
　「
才
」
と
同
じ
。

1
鳴
　「
鳴
」
の
本
義
は
、
存
在
を
告
げ
る
。
こ
こ

で
は
馬
が
声
を
出
す
意
味
で
あ
る
が
、
声
を
か
す

ら
せ
て
な
く
意
味
の
嘶
（
セ
イ
）
に
あ
て
て
、

「
い
な
な
く
」
の
訓
で
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
な

お
、
曹
植
「
求
二
自
試
一
表
（
自
ら
試
み
ら
れ
ん

こ
と
を
求
む
る
表
）」（『
文
選
』
巻
三
七
）
に

「
騏
驥
長
鳴
、
伯
楽
昭
二
其
能
一
（
騏き

驥き

長
鳴
し
て
、

伯
楽
其
の
能
を
昭あ
き
らか

に
す
）」
の
句
が
見
え
る
。

2
臨
　
高
い
所
か
ら
下
を
見
る
。
こ
こ
で
は
、
名
馬

の
前
に
傲
然
と
立
ち
は
だ
か
っ
て
見
下
ろ
す
。

3
知
　
ず
ば
り
と
当
て
る
。
本
質
を
正
し
く
見
通
す
。

感
覚
や
判
断
、
記
憶
な
ど
の
働
き
を
含
む
。

●
一
五
九
ペ
ー
ジ

◉
こ
の
「
馬
」（
2
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な

馬
の
こ
と
か
。

名
馬
。

愚
劣
な
主
人
が
鞭
を
振
り
上
げ
て
、
傲
然
と
名
馬

の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
言
う
言
葉
が
、
皮
肉
に

も
「
天
下
に
馬
無
し
。」
で
あ
る
。
こ
こ
が
全
文

中
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
無
知
な
飼
い
主

は
戯
画
化
さ
れ
て
嘲
笑
の
的
に
な
る
。
続
い
て
作

者
は
「
嗚
呼
」
と
泣
き
笑
い
の
嘆
息
を
も
ら
し
な

が
ら
、「
本
当
に
名
馬
が
い
な
い
の
か
、
そ
れ
と

も
全
く
名
馬
を
名
馬
と
し
て
ず
ば
り
と
当
て
ら
れ

な
い
の
か
。」
と
、
自
分
は
一
歩
退
い
て
、
読
者

の
決
定
に
任
せ
る
と
い
う
結
び
方
を
し
て
い
る
。

「
嗚
呼
、
其
真
無
レ
馬
邪
、
其
真
不
レ
知
レ
馬
也
。」

（
3
行
目
）
と
は
、
誰
の
言
葉
か
。

作
者
。
韓
愈
。

問答補問答
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柄
を
も
ち
出
し
、
そ
の
当
否
に
つ
い
て
強
く
問
い
を
投
げ
か
け
、
ど
ち
ら

か
を
選
ば
せ
る
形
。
こ
う
し
た
表
現
で
は
読
者
が
後
者
を
選
択
す
る
こ
と

を
作
者
は
予
想
、
期
待
し
て
い
る
。

鑑
賞

　
こ
の
文
は
、
馬
を
例
え
に
し
て
、
世
に
優
能
な
人
材
を
見
い
だ
し
、
登
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
為
政
者
が
い
な
い
こ
と
を
諷
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「
世
に
伯
楽
有
り
て
、
然
る
後
に
千
里
の
馬
有
り
。」
何
気
な
い
書
き
出
し

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
体
の
主
旨
で
あ
り
、
作
者
の
主
張
を
端
的
に
表
し
た

も
の
で
あ
る
。
名
馬
と
い
う
の
は
、
伯
楽
が
い
て
こ
そ
初
め
て
、
そ
の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
。
有
能
な
馬
は
い
つ
で
も
い
る
の
だ
が
、
た
だ
、
名
馬
を
見

分
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
が
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
名

馬
を
見
い
だ
せ
る
伯
楽
が
い
な
け
れ
ば
、
名
馬
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
名
馬
（
有
能
な
人
材
）
は
そ
れ
と
知
ら
れ
ず
、
奴
隷
人
（
素
質
を
見

抜
く
能
力
の
な
い
人
物
）
に
よ
っ
て
飼
わ
れ
、
才
能
虚
し
く
平
凡
な
馬
に
埋

も
れ
て
死
ん
で
い
く
（
す
ぐ
れ
た
才
能
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
凡
人
と

共
に
野
に
埋
も
れ
た
ま
ま
虚
し
く
死
ん
で
い
く
）。
ま
た
そ
の
能
力
を
発
揮

す
る
の
に
必
要
な
食
糧
、
粟
一
石
（
十
分
な
俸
給
と
相
応
の
地
位
）
を
与
え

ら
れ
ず
、
普
通
の
馬
（
才
能
の
な
い
、
並
み
の
人
物
）
程
度
の
力
も
出
せ
な

い
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
不
当
な
扱
い
を
し
て
い
た
ら
、
千
里
の
能
力
を
求

め
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、
文
は
論
理
的
に
明
快
に

運
ば
れ
る
。
さ
ら
に
作
者
は
、「
其
の
道
を
以
て
せ
ず
」「
其
の
材
を
尽
く
さ

し
む
る
能
は
ず
」「
其
の
意
に
通
ず
る
能
は
ず
」
と
、
飼
い
主
は
名
馬
の
調

教
の
仕
方
を
知
ら
な
い
で
、
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、

句
法

伯
楽
不
二
常
有
一。　
否
定
形
。「
不
二
常
有
一
」
は
、「
常ニ

有リ

」（
い
つ
で
も
い

る
）
を
否
定
し
た
文
で
、「
つ
ね
ニ
ハ
あ
ラ
ズ
」
と
読
み
、「
い
つ
も
い
る

と
は
限
ら
な
い
」
の
部
分
否
定
の
意
味
を
表
す
。
こ
れ
に
対
し
、「
不
レ

有ラ

」（
い
な
い
）
の
前
に
副
詞
「
常
」
を
付
け
た
文
「
常
不
レ
有
」
は
、

「
つ
ね
ニ
あ
ラ
ズ
」
と
読
み
、「
い
つ
で
も
い
な
い
」
の
全
部
否
定
の
意
味

を
表
す
。

祇
辱
二
於
奴
隷
人
之
手
一
　「
祇
」
は
、「
一
筋
に
・
ひ
た
す
ら
に
」
の
意
。

限
定
形
。「
祇ダ

…
…
」
の
形
で
、「
た
ダ
…
…
」
と
読
み
、「
た
だ
…
…
だ

け
」
の
意
。「
辱
二
於
奴
隷
人
之
手
一
」
は
、「
…
…ラ

ル二
於
…
…
一
」
の
形
の

受
身
形
。「
…
…
（
ニ
）
…
…
ラ
ル
」
と
読
み
、「
…
…
に
…
…
さ
れ
る
」

の
意
味
。

安
求
二
其
能
千
里
一
也
。　
反
語
形
。
疑
問
詞
「
安
」
は
「
い
づ
ク
ン
ゾ
」
と

読
み
「
ど
う
し
て
」
と
理
由
を
問
い
、
文
末
の
助
字
「
也
」
と
呼
応
し
て

い
る
。
反
語
形
は
、「
ど
う
し
て
…
…
し
よ
う
か
、
い
や
、
…
…
し
な

い
。」
と
、
疑
問
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
こ
と
を
強

く
表
す
言
い
方
で
あ
る
。
疑
問
形
と
反
語
形
は
、
基
本
的
に
副
詞
（
何
・

誰
・
安
な
ど
）
も
助
字
（
乎
・
邪
な
ど
）
も
同
じ
で
あ
る
た
め
、
疑
問
形

で
あ
る
か
反
語
形
で
あ
る
か
は
、
文
脈
か
ら
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

嗚
呼
　
詠
嘆
形
。「
嗚
呼
…
…
」
の
形
で
、「
あ
あ
…
…
」
と
読
み
、「
あ
あ

（
…
…
だ
な
あ
）」
の
意
。

其
真
無
レ
馬
邪
、
其
真
不
レ
知
レ
馬
也
。　「
邪
」
と
「
也
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文

末
に
付
い
て
疑
問
の
意
を
表
す
助
字
。
ま
た
「
其
」
は
、
疑
問
・
反
語
の

文
の
述
語
の
前
に
付
け
て
強
調
の
語
気
を
表
す
助
字
で
あ
る
。
二
つ
の
事

d_03_06_01_zassetu_kyozai
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だ
さ
れ
な
い
有
能
な
人
材
に
は
、
お
そ
ら
く
自
分
自
身
も
含
ま
れ
て
い
た
だ

ろ
う
。
堂
々
と
直
截
的
に
権
力
者
へ
の
批
判
を
著
す
彼
の
態
度
に
は
、
自
己

の
主
張
に
対
す
る
強
い
自
信
と
気
概
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

馬
の
気
持
ち
も
理
解
で
き
な
い
、
と
一
気
に
述
べ
る
。
論
を
た
た
み
か
け
る

こ
と
で
文
は
勢
い
を
増
し
、
徹
底
的
に
、
ま
た
露
骨
に
、
飼
い
主
の
無
能
さ

を
指
摘
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
文
を
読
ん
で
い
て
、「
千
里
の
馬
」「
千
里
」「
千
里
の
能
」

と
い
う
名
馬
を
形
容
す
る
語
句
が
何
度
も
出
現
す
る
こ
と
に
気
づ
く
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
頼
山
陽
は
、「
千
里
馬
の
字
が
七
た
び
見
え
て
い
る
が
、
字
句

面
を
変
え
ず
に
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
も
の
は
一
度
も
な
い
。
し
か
も
変
わ
っ

た
跡
に
気
が
つ
か
な
い
。」
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
短
文
中
に
何
度
も
同
じ

意
味
の
語
句
を
用
い
て
も
、
わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ
な
い
の
は
、
そ
の
変
化
の

妙
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
作
者
が
こ
れ
ら
の
語
句
を
再
三
登
場
さ
せ
る
の
は
、
名
馬
の
存
在
、
有
能

な
人
物
の
存
在
を
、
文
字
の
上
に
お
い
て
も
顕
示
し
、
わ
れ
わ
れ
に
強
く
訴

え
か
け
た
い
が
た
め
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
名
馬
は
確
か
に
存
在
す
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
名
馬
を
目
の
前
に
し
て
飼
い
主
は
、「
天
下
に
名
馬
が
い

な
い
」
と
言
う
の
だ
。
何
と
い
う
皮
肉
だ
ろ
う
。
飼
い
主
の
無
知
・
無
能
ぶ

り
は
、
こ
こ
に
露
呈
さ
れ
る
。
繰
り
返
し
さ
れ
る
名
馬
の
存
在
の
顕
示
は
、

飼
い
主
の
無
知
を
決
定
的
な
も
の
と
し
、
情
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、
滑
稽
に
す

ら
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
作
者
は
、
思
わ
ず
「
嗚
呼
」
と
声
に
出

し
て
嘆
息
し
、
皮
肉
を
込
め
吐
き
出
す
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
に
問
い
を
投
げ

か
け
る
。
読
者
の
決
定
に
結
論
を
任
せ
る
形
を
と
る
が
、
彼
の
答
え
は
初
め

か
ら
出
て
い
る
。
馬
が
い
な
い
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ

「
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど
も
、
伯
楽
は
常
に
は
有
ら
ず
。」
へ
と
通
じ
、
無

能
な
飼
い
主
、
つ
ま
り
有
能
な
人
材
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
無
能
な

為
政
者
に
対
す
る
嘲
笑
と
共
に
、
辛
辣
な
批
判
と
な
っ
て
結
ば
れ
る
。
見
い
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